
Welfare 通信         社会福祉士の相談事例紹介                               

●お問合せはこちらまで 

Q. 最近、サービス付高齢者向け賃貸住宅(サ高住)があちこちで宣伝されていますが、どのよ
うな施設なのでしょうか? またどのような暮らしぶりでしょうか? 

 

A. 高齢者住まい法(通称)という制度において、2011年秋より運用されています。この背景には
次のようなことが挙げられます。 
 ・「ひとり暮らし」の高齢者が増加しており、その人の生活(食事、見守り等)を支援すること。 
                                     (高齢者の立場) 
 ・不動産業者には、高齢者が入院の機会が多いこと、また一人暮らしであることを理由に 
  賃貸契約に抵抗があること。       (賃貸業者の立場) 
 ・旧3法をまとめて、新しい仕組みに一本化すること。  (行政の立場) 
   
  なお、暮らしぶり等は下記に挙げました。 
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【説明】 

高齢者向け住宅が
あると聞きました 

■位置づけとして 

  自宅と介護施設の中間的な存在。施設入居に抵抗のある方は入りやすい 

  (長屋的な住まいで、一人ぼっちにしない生活を送ることができる環境) 

■要件 

  ・[住環境] 一部屋25㎡以上 バス、トイレ、台所、収納設備の設置 

  ・[サービス] 安否確認と生活相談サービスの提供 

  ・[契約等] 書面での契約、前払い金以外に権利金等発生しない 

①生活のイメージ 
 ・配偶者が無くなり、一人暮らしになり、食事の世話が自分ではできない人や、近所に 
  頼る人も少なく、不安のある生活を送っている人が入居者に多いです。 
 ・また、多少介護の必要があるにも関わらず、施設待ちの状態ため、一時的に住む方 
 ・安心のため親を、息子や娘の住まいの近くに呼び寄せる場合も見かけます。 
 
 ・自分の生活は個(自)室で過ごし、食事時は入居者と一緒に食堂でいただけます。 
  例えば、朝は簡単に自室で、昼は外出時に済ませ、夕食はホールで入居者という方を 
  多く見受けます。 
 ・個室でのプライバシーを守られていますので、おちついた時間を過ごせます。 
 ・慢性的な疾患はもっていても、時々病院に行ったり、訪問診療に来てもらう人もいます 
 ・但し、夜間等も看護が必要な方には、お薦めは難しいです。その理由は、殆どのサ高住 
  では看護師の配置はないからです。 

②入居検討に際してのポイント 
 ・毎月の費用は、15～20万円前後です。 ご本人の年金額と併せて検討することになります。 
   部屋には風呂付のところもあります。ちょっとしたIHコンロもあり、風呂や台所、収納等を 
  入れて全体で15畳です。家賃は最寄りの相場基準です。 
 ・どのような人が入居されているか、周辺の生活環境が自分にあっているか?  
  を実際に自分の目で確認したいものです。子どもたちの目と親の見方は異なります。 
 ・入居する人の想いを丁寧に聞いてくれる施設(長)であるか? もちろんそこで働く従業員 
  の振る舞いも実際に確認しておくことがよいでしょう。  

 (次頁に続く)  
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【参考説明】 
 
ここでは、「サ高住」と「有料老人ホーム」の違
いについて記してあります。 
 
似て非なるものです。 
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